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発

行

総
決
起
大
会
の
ご
案
内
後
援
会
長
田
坂
秀
次
郎

「
幸
せ
一
本
！
」
青
型
学
園
を
辞
め
て
ま
で
、
亡
き
兄
と

ま
っ
た
近
藤
ち
あ
き
の
地
元
、
上
五
島
に
対
す
る
熱
い
思
い

と
将
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
間
近
に
感
じ
て
下
さ
い
。
地

方
創
生
に
は
ゞ
県
・
国
と
の
強
い
パ
イ
プ
、
さ
ら
に
強
い

リ
ー
ダ
ー
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
自
民
党
公
認
は
近
藤
ち
あ
き

だ
け
で
す
。
水
産
業
を
基
盤
に
建
設
、
福
祉
、
観
光
と
上
五

一
あ
る
旬
に
し
て
下
さ
い
・
言
が
ん
ば
れ
近
藤
ち
あ
き
さ
ん
。
」
等
々
御
-
１
■

一
支
援
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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一
青
雲
高
校
柔
道
部
卒
禦
生
木
下
篤
彦
一一
一

一
近
藤
先
生
に
は
中
毒
・
高
校
と
６
年
間
お
世
諾
に
な
り
ま
し
た
。
一

一畷“罐莞祁押窪誇権筆歴壺鋤峠睦表乱唯麺振誌唾霊嘩率諦雲一■雨傘

一
の
お
か
げ
だと
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
今
、
世
の
中
は
閉
塞
感
の
あ
る
時
期
を
脱
し
何
か
新
し
い
こ
と
を
一

一
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
風
潮
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
ま
ま
で
い
い
ん
一

一
だ
、
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
て
は
と
て
も
生
き
残
っ
て
い
一
１
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一
は
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
町
内
全
域
に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
一

一
と
え
に
各
地
で
支
援
し
て
下
さ
る
町
民
皆
檬
方
の
お
か
げ
で
あ
り
心
か
一

一
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
町
内
各
地
で
の
懇
談
会
を
重
ね
る
た
び
に
近
藤
一

一
ち
あ
き
氏
の
決
憲
を
は
じ
め
、
「
国
や
県
や
町
を
動
か
し
て
い
る
多
く
の
一

一
人
達
が
、
い
か
に
彼
の
登
堀
を
待
ち
わ
び
て
い
る
か
」
即
勤
力
と
な
る
一

一
理
由
が
町
内
全
域
に
漫
透
し
て
参
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
の
ご
支
援
よ
一

一ろしくお願い致します。
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一近藤ちあきは即戦力・行動力

近
藤
ち
あ
き
後
援
会
顧
問
山
田
芳
偲
一

一
上
五
島
高
校
時
代
か
ら
、
四
十
年
の
つ
き
合
い
に
な
る
近
藤
ち
あ
き
一

一
氏
が
、
青
雲
学
園
の
保
健
体
育
部
長
で
あ
る
教
職
を
辞
し
て
県
臓
を
志
一

一
し
立
候
補
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
．
そ
の
こ
と
に
あ
る
感
動
す
ら
覚
え
、
一

一応援を約束しました。

一
近
藤
ち
あ
き
氏
は
、
即
戦
力
と
し
て
の
限
り
な
い
霊
緊
を
兼
ね
碗
え
一

一
て
お
り
ま
す
。
自
民
党
公
認
候
補
と
し
て
、
現
騒
県
議
と
の
交
流
は
も
一

一
と
よ
り
、
県
選
出
の
国
会
籾
員
か
ら
絶
大
な
る
信
頼
に
よ
り
、
ど
の
候
一

一
補
よ
り
も
早
い
時
期
か
ら
公
認
内
定
を
頂
い
た
行
動
力
を
目
の
当
た
り
一

一
し
た
時
に
確
信
い
たし
ま
し
た
。
ま
ち
が
い
な
く
新
上
五
四
町
の
将
来
一

一
の
為
、
長
碕
県
政
の
霜
来
の
為
、
活
窪
で
き
る
人
材
で
あ
る
と
確
約
し
一

｜推薦のことばといたします。
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一
奈
良
尾
地
区
集
会
を
終
え
て
！

自
民
党
奈
良
尾
支
部
長
本
村
城
二
一

一
奈
良
尾
で
は
計
５
地
区
で
ミ
ニ
集
会
が
開
催
さ
れ
、
寒
い
中
各
会
場
一

一
に
は
多
数
の
町
民
の
皆
様
に
お
集
ま
りい
た
だ
き
ま
し
た
。

一
集
会
で
は
井
上
前
町
長
や
津
田
前
議
長
の
応
援
の
こ
と
ば
の
あ
と
近
一

一
藤
ち
あ
き
さ
ん
の
力
強
い
決
意
表
明
が
あ
り
会
珊
の
皆
織
は
食
い
入
る
一

一
よ
う
に
話
を
聞
き
頷
い
て
い
ま
し
た
。
終
了
後
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
一

一
と
「
教
職
を
辞
め
て
故
郷
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
決
意
を
聞
い
て
《

｜感動しました。」

一
「
少
子
高
齢
化
で
町
が
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
賑
わ
い
の
一
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二
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
の
輪
が
全
域
に
拡
大
中
一
荷
ま
せ
ん
．
こ
ん
な
と
き
こ
そ
近
藤
先
生
の
よ
う
な
新
た
な
こ
と
蔓

一
色

近諌ちあき後援会顧問井上俊昭室やって世の中を変えてやろうという気概を持った人が必要一

一昨年の夏から開始した後援会活動は、当初知名度不足で厳琵なのではないでしょうか。ぜひ近藤先生には県劃会議員と一

一しいスタートとなりましたが、本人の努力に加え、自民党公こして長間からこの日本を背負っていってほしいと思います。一

一認という強力な支えもあって支援の輪が徐々
に拡大し、今でこ，-，--’０----------↑--，-，---；---：，---’

リバ周 若
松
〃
起
点
″

後
援
会
で
は
ミ
ニ
集
会
「
新
上
五
島
の
こ
れ

か
ら
を
語
る
会
」
を
一
月
十
八
日
、
若
松
地
区

郷
ノ
首
を
皮
切
り
に
６
カ
所
上
五
島
地
区
旧
力

所
奈
良
尾
地
区
６
カ
所
魚
目
地
区
５
カ
所
有

川
地
区
旧
力
所
。
計
姻
力
所
、
そ
の
他
の
集
会

等
で
３
千
９
０
０
名
の
皆
様
を
交
え
て
町
の
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
会
話
集
会
等
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
以
下
各
地
の
ミ
ニ
集

会
を
写
真
に
て
紹
介
し
ま
す
。

I ｒ 一

新
上
五
島
の

こ
れ
か
ら
を
語
る
会
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蜘 三 が 蕾
る

」可
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上
五
島
〃
原
点
″

一
月
二
七
日
、
奈
摩
漁
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
地
区
の
皆
様
約
沁
名
が
集
ま
る
中
ミ
ニ
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

田
坂
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
山
田
芳
徳
元
町

長
、
大
志
保
議
員
、
法
村
議
員
の
応
援
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。恥

一
Ｌ会堀

奈
良
尾
〃
さ
ら
に
前
進
″

二
月
一
五
日
か
ら
は
会
場
を
奈
良
尾
地
区
に

移
し
、
丼
上
前
町
長
、
津
田
前
議
長
、
本
村
誠
二

議
員
の
応
援
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

奈
良
尾
会
場
で
は
、
乃
名
を
越
え
る
大
盛
況

でした。

露誤Ｉ
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有
川
地
区

『

さ
る
二
月
一
九
日
木
曜
日
有
川
地
区

世
話
人
会
を
皮
切
り
に
十
六
会
場
で
ミ

ニ
集
会
が
開
催
さ
れ
、
ど
の
会
場
も
大

盛
況
で
し
た
。唾 ら あ き … 〃 1 華 間 密 Ｊ一恥 必|-

厚
匙

塞藝壹菫雲雲
爵；

他
、
一
般
企
業
・
団
体
二
三
社
順
不
同
に
て
敬
称
略

一
、
長
崎
県
柔
道
場
連
盟

会
長
本
村
龍
太
郎

一
、
長
崎
県
柔
道
整
復
師
連
盟

委
員
長
小
柳
博

一
、
長
崎
県
看
護
連
盟

名
誉
会
長
山
口
ミ
ユ
キ

上
五
島
支
部
長
川
端
逸
子

一
ｂ
長
崎
県
建
設
業
協
会
五
島
支
部

支
部
長
柴
田
久
直

一
、
長
崎
県
上
五
島
建
設
工
業
協
同
組
合

理
事
長
浜
田
安
幸

一
、
五
島
漁
業
協
同
組
合
長
会

会
長
熊
川
長
吉

一
、
上
五
島
町
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
前
田
重
喜

一
、
有
川
町
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
中
山
弘
光

一
、
若
松
中
央
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
蛎
組
合
長
吉
村
寛

一
、
神
部
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
高
山
佳
史

一
、
浜
串
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
竹
内
利
弘

一
、
奈
良
尾
町
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
戸
田
芳
一
郎

一
、
若
松
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
紐
合
長
椿
山
武
安

一
、
長
崎
県
商
工
政
治
述
盟
新
上
五
島
町
支
部

支
部
長
田
尾
政
幸

一
、
自
民
党

奈
良
尾
支
部
長
本
村
誠
二

有
川
支
部
長
江
口
徳
一

魚
目
支
部
長
野
中
誠
蔵

若
松
支
部
長
森
勝
弘

上
五
島
支
部
長
法
村
正
樹

一
、
公
明
党

囮

皿

…

陛
薦
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
主

Ｉ


